


三者に損害を加える目的をもって暴力団を利用するなどして

いる者

ウ 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を

供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持運営に協

力し、若しくは関与している者

エ 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有し

ている者

オ 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に

利用している者

（３）前記（２）に該当する者の依頼を受けて入札に参加しよう

とする者

（４）地方自治法第２３８条の３に規定する公有財産に関する事

務に従事する者

（５）破壊活動防止法（昭和２７年法律第２４０号）に基づくと

ころの破壊的団体及び当該団体の役員若しくは構成員

（６）本公告及び令和５年度町有財産売払い（一般競争入札）実

施要領の内容を承諾せず、遵守できない者

（７）公有財産の買受について一定の資格、その他の条件を必要

とする場合でこれらの資格などを有していない者

（８）住所地（居住地）又は所在地の市町村へ納付すべき税の滞

納がある者

（９）前各号に掲げるもののほか町長が申込者として不適当と認

めた者

５ 入札参加申込に必要な書類

入札参加申込に当たっては、次の書類を提出すること。

（１）令和５年度一般競争入札参加申込書

（２）役員等一覧表（法人の場合のみ）

（３）誓約書

（４）住民票の写し（本人分のみ、本籍・続柄・個人番号（マイナ

ンバー）の記載のないもの）※

法人の場合は、登記事項証明書【現在事項全部証明書】※

（５）印鑑登録証明書※

法人の場合は、印鑑証明書※

（６）税納税証明書（住所地又は所在地の市町村税の滞納がない証

明）※



（７）返信用封筒（定型サイズの封筒（長形３号封筒）に申込者の

住所、氏名及び郵便番号を記入し、４３４円分の切手を貼付した

もの）

※については、発行日から３カ月以内に発行されたものに限る。

共有名義で申込みの場合、全員分の書類を提出すること。

６ 入札参加申込方法

必要書類に、必要事項をもれなく記入し、下記のとおり提出する

こと。

（１）申込期間

令和５年１２月１８日（月）～令和６年１月２５日（木）

（２）申込方法

①持参の場合

平日の午前 8 時 30 分～正午、午後 1 時～午後 5 時までに持参

すること

※閉庁日（土日祝日及び令和 5 年 12 月 29 日から令和 6 年 1 月 3

日）及び上記時間外における受付は、一切行わない。

②郵送の場合

必ず「簡易書留」で郵送するとともに、提出期間内に必着と

すること。

（３）提出場所

〒629-2292 京都府与謝郡与謝野町字岩滝 1798 番地 1

（与謝野町役場本庁舎１階）

与謝野町役場総務課 財産活用・契約室

（４）その他

次のいずれかに該当する申込みは受付できないので注意するこ

と。

①受付期間を過ぎてから本町に到達したもの

②申込書、役員等一覧表及び誓約書の記載に不備があるもの、又

は記載が不明瞭なもの

③申込みに必要な添付書類が不足しているもの

④どの物件の入札に参加希望なのか不明瞭なもの

※書類の記載内容に重大な不備がある場合や添付書類が不足する

場合は、期間内であれば再度、提出することができる。

※申込期間後における令和５年度一般競争入札参加申請書及びそ

の他の必要書類の差し替えは一切認めないものとする。



７ 入札参加資格の審査

入札参加資格の審査結果は、令和６年２月２日（金）付けで、

一般競争入札参加資格承認通知書（参加証）により通知することと

する。入札当日は、一般競争入札参加資格承認通知書（参加証）が

参加証になるので必ず入札会場に持参すること。一般競争入札参加

資格非承認通知書により非承認の通知を受けた者は、令和６年２月

７日（水）１７時００分までに書面により非承認となった理由につ

いて説明を求めることができる。

８ 現地説明及び参考資料の縦覧

（１）現地説明

説明場所 京都府与謝郡与謝野町字弓木１７１４番地１０及び１

７１４番地１１

説明日時 令和６年１月１０日（水）午後１時３０分

※希望者があった場合のみ物件の現地説明会を上記のとおり行う

ので、希望する場合は、令和６年１月９日（火）正午までに与

謝野町役場総務課（０７７２-４３-９０１０）まで連絡するこ

と。

（２）参考資料の縦覧

縦覧日時 令和５年１２月１８日（月）から令和６年１月２５日

（木）まで

縦覧時間 午前８時３０分～正午、午後１時から午後５時

縦覧場所 与謝野町役場総務課（与謝野町役場本庁舎１階）

※閉庁日（土日祝日及び令和 5 年 12 月 29 日から令和 6 年 1 月 3

日）及び上記時間外における受付は、一切行わない。

９ 入札

（１）日時

令和６年２月１５日（木）午前１０時００分

（２）場所

与謝野町役場本庁舎３階 大会議室

（３）受付

①入札当日の受付は、与謝野町役場本庁舎１階 総務課にて午前

９時から行う。

②入札開始時刻までに受付と入札保証金の納付を済ませること。

③入札開始時刻に遅れた場合、入札に参加できない。ただし、入

札開始時刻までに受付した者については、入札に参加できる。



この場合、入札保証金の納付に係る確認状況によっては、入札

開始時刻が遅れることがある。

④入室できる者は、２名までとする。

（４）当日持参するもの

①一般競争入札参加資格承認通知書（参加証）

令和６年２月２日（金）付けで、入札参加資格がある者に発送

予定。

②入札保証金（入札しようとする金額の５％以上に相当する金額

を受付時に現金で納付すること）

③委任状（代理人が参加する場合のみ）

④印鑑（印鑑登録されているもの ※代理人の場合は委任状に押

印した代理人使用印）

⑤筆記用具（黒の万年筆又はボールペン）

⑥令和５年度町有財産売払い（一般競争入札）実施要領

10 入札保証金

（１）入札に参加する者は、入札当日の受付時に、入札保証金を納

付すること。

（２）入札保証金は、売払物件ごとに入札者が見積もる価格の１０

０分の５以上（１円未満切上げ）の額を納付すること。

（３）予定価格を下回る額の入札は無効となるので、それを見越し

て必要な金額を納付すること。

（４）入札保証金は、当日の受付時に町から配布する入札保証金用

封筒に入札に参加する者の住所氏名を記入し、現金を入れ、封を

し、入札書に押印する印鑑（本人入札の場合は印鑑登録されてい

る本人の印鑑、代理人入札の場合は、代理人使用印）で２箇所を

封印したうえで、受付で納付すること。

（５）入札保証金は、落札者以外の者には、落札者が決定した後速

やかに、入札会場で還付する。落札者が納付した入札保証金は、

一旦町会計に納入し、契約金額が３００万円未満である場合は、

契約の確定した後に、入札保証金還付請求書の提出と引き換えに

還付し、契約金額が３００万円以上である場合は、契約保証金に

充当するものとする。（落札者に入札保証金を還付する場合は、指

定された金融機関の口座への振込となるため、２週間程度期間を

要す。なお、入札保証金は、その受入期間について利息をつけな

い。）



（６）落札者が落札物件の売買契約を締結しない場合（落札後、入

札参加申込資格を満たさない者であることが判明し、その入札が

無効となったときを含む。）、入札保証金は違約金とし、還付しな

いものとする。

11 入札に当たっての注意事項

（１）入札書は、売払物件ごとに入札当日に配布する。

（２）入札書には、入札者の住所・氏名（代理人が入札する場合は、

入札者及び代理人の住所・氏名）を記入のうえ、本人が入札する

場合は本人の印鑑（個人、法人ともに印鑑登録されているものに

限る。）を押印すること。代理人が入札する場合は代理人の印鑑（委

任状に押印した「代理人使用印」に限る。）を押印すること。

（３）入札書への金額記入には、アラビア数字（０、１、２、３・・・）

の字体を使用し、最初の数字の前に「￥」を記入すること。

（４）入札書は、上記（２）、（３）に記載の事項を記入押印したう

えで、当日配布する入札用封筒に入れ、入札用封筒に入札書を記

載した者の住所氏名を記入し封をし、入札書に押印した印鑑（本

人入札の場合は印鑑登録されている本人の印鑑、代理人入札の場

合は、代理人使用印）で２箇所を封印したうえで、会場で担当職

員が呼ぶ順（受付順）に入札箱に投函すること。

（５）入札済みの入札書は、いかなる理由があっても、書き換え、

引換え又は撤回をすることはできない。

12 入札の無効

次のいずれかに該当する入札は無効とする。

（１）入札に参加する資格がない者がした入札又はその権限を証す

る書面を提出せず、本町の確認を得ないで代理人がした入札

（２）指定の時刻までに提出しなかった入札

（３）所定の入札書によらない入札

（４）入札保証金を納付していない者の入札

（５）入札金額が入札保証金の２０倍を超える入札

（６）予定価格を下回る額の入札

（７）入札者又はその代理人の記名押印がない入札

（８）委任状に押印した代理人使用印と異なる印鑑を押印した代理

人の入札

（９）入札金額、入札者又はその代理人の氏名その他主要部分が識

別しがたい入札



（10）入札金額を訂正した入札

（11）入札者又はその代理人が同一物件について１人で２枚以上の

入札（他人の代理人としての入札を含む。）をした場合のその全部

の入札

（12）入札に関し、不正の利益を得るために連合その他の不正な行

為をした者の入札

（13）入札関係職員の指示に従わない等、入札会場の秩序を乱した

者の入札

（14）入札関係書類に虚偽の記載をした者の入札

（15）本公告又は令和５年度町有財産売払い（一般競争入札）実施

要領に違反した入札

13 入札の辞退

辞退届に必要事項を記入押印のうえ、提出すること。

14 入札書の開札及び落札者の決定について

（１）入札書の開札及び落札者の決定

開札は、入札後直ちに、入札者の立会いの下で行う。落札者は、

有効な入札を行った者のうち、入札書に記入された金額が、町が

定める予定価格以上で、かつ、最高の価格をもって入札した者と

する。予定価格以上で、かつ、最高の価格をもって入札した者が

２人以上あるときは、直ちにくじ引きによって落札者を決定する。

この場合、入札者はくじ引きを辞退することができない。有効な

入札を行った者が１名しかいない場合で、その者が入札書に記入

した金額が、町が定める予定価格以上である場合は、その者を落

札者とする。

（２）落札者の公表

落札者の決定後、落札者の氏名（法人の場合はその名称）及び

落札金額を、入札者に通知する。また、落札者の決定後、入札結

果について、入札物件ごとの落札金額、落札者の法人・個人の区

分別を与謝野町ホームページ等において公表する。さらに、落札

者の決定後、入札結果について、第三者からの問い合わせがあっ

た場合、落札者が個人の場合は氏名、住所及び落札金額を公表し、

落札者が法人の場合は、名称、代表者氏名、所在地及び落札金額

を公表する。

15 契約の締結

（１）落札者は、落札の決定後、７日以内に契約を締結すること。



（２）売買契約は、必ず「落札者」名義で締結するものとし、共有

名義で参加した場合は、必ず「共有者全員」の名義で締結するこ

と。

（３）落札者が期限までに契約を締結しない場合は、落札はその効

力を失う。またこの場合、入札保証金は違約金とし、還付しない

ものとする。

（４）売買契約書には、印鑑証明印を押印すること。

（５）売買契約書のうち町保管用の１部に添付する収入印紙は、落

札者が負担すること。

（６）落札者が、落札した物件を公序良俗に反する用途に供するお

それがあるときには、契約を締結しない場合がある。

16 契約上の特約

売買契約締結に際して、次の内容の条件を付す。

（１）売買物件の引き渡しの日から起算して 10 年間、売買物件を次

に掲げる用途に使用し、又は使用するものに貸してはならない。

①風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２

３年法律第１２２号）第２条第１項に規定する風俗営業及び

第５項に規定する性風俗関連特殊営業並びにこれらに類する

営業の用途

②暴力団員等による不当な行為の防止等に関する法律（平成３

年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団若しくは法

律の規定に基づき公の秩序を害するおそれのある団体等に指

定されているものの利する用途

③廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３

７号）第２条に規定する廃棄物を処理するための用途

④著しく近隣環境を損なうことが予想される用途

⑤公序良俗又は公共の福祉に反する用途

（２）売買物件の引き渡しの日から起算して 10 年間、売買物件の全

部又は一部に関して、（１）の用途の制限を承継させる場合であっ

て、与謝野町に対し書面により承諾を得た場合を除き、第三者に

所有権を移転し、又は賃借権、使用借権その他使用及び収益を目

的とする権利の設定をしてはならない。

（３）与謝野町は、落札者の（１）に定める義務の履行状況を把握

するため、必要と認めるときは実地調査を行うことができる。

（４）落札者は、与謝野町から要求があるときは、売買物件につい



て利用状況の事実を証する登記事項証明書その他の資料を添えて

売買物件の利用状況等を甲に報告しなければならない。

（５）落札者は、正当な理由なく（３）に定める実地調査を拒み、

妨げ若しくは忌避し又は（４）に定める報告若しくは資料の提出

を怠ってはならない。

（６）落札者は、（１）に定める義務に違反したときは、違約金とし

て売買代金の１００分の１０（１円未満切上げ）に相当する金額

を与謝野町の指定する期日までに与謝野町に支払わなければなら

ない。

17 契約不適合の責任

（１）落札者が、消費者契約法（平成１２年法律第６１号）第２条

第１項に規定する消費者の場合は、引き渡された売買物件が物件

調書の記載に適合しないものであるときは、町は、落札者に対し、

引渡しの日から２年間に限り民法（明治２０年法律第８９号）第

５６２条から第５６４条までの規定に基づく契約不適合の責任を

負う。

（２）落札者が、消費者契約法第２条第１項に規定する消費者以外

の場合、落札者は、この契約締結後、売買物件が物件調書の記載

に適合しないことを発見しても、履行の追完、売買代金の減免若

しくは損害賠償の請求又は契約の解除をすることができない。

18 売買代金の支払い

（１）契約金額が３００万円未満の場合

売買代金は、町が発行する納入通知書により、契約締結の日の

翌日から６０日以内に、町の公金を取り扱う金融機関で納入する

こと。期限までに売買代金を支払わない場合は、契約を解除する

ことがある。この場合、違約金として売買代金の１００分の１０

（１円未満切上げ）に相当する額を支払うものとする。落札者の

都合による契約解除の場合も、同様とする。

（２）契約金額が３００万円以上の場合

売買契約締結と同時に契約保証金として売買代金の１００分の

１０（１円未満切上げ）に相当する額を、契約締結の日の翌日か

ら６０日以内に売買代金から契約保証金を差し引いた残金を、町

が発行する納入通知書により、町の公金を取り扱う金融機関で納

入すること。なお、契約保証金は、残金の納入が完了したときに、

売買代金に充当するものとする。期限までに売買代金の残額を支



払わない場合は、契約を解除することがある。この場合、契約保

証金は違約金として町に帰属し、還付しないものとする。落札者

の都合による契約解除の場合も、同様とする。

19 所有権の移転登記及び売払物件の引渡し

（１）所有権の移転登記

①売買物件の所有権は、売買代金の支払いが完了したときに移転

する。

②所有権移転登記の手続きは、落札者の請求により町が行う。

③所有権の移転登記は「落札者」名義で行う。共有者全員の名義

で売買契約を締結した物件については、共有名義で所有権の移

転登記を行う。

④登記に必要な「登録免許税」その他すべての経費は、落札者の

負担となる。

⑤落札者は、落札物件の所有権移転登記前に、その物件に係る一

切の権利義務を第三者に譲渡することはできない。

（２）売払物件の引渡し

売払物件の引渡しは、所有権が移転したときに、現状有姿で行っ

たこととする。

20 土地購入費用及び公租公課等

次の費用等は、落札者の負担とする。

（１）土地購入代金

（２）土地売買契約書に貼付する収入印紙（税）代金

（３）土地所有権移転登記に必要な登録免許税

（４）所有権移転後、賦課される公課公租

21 その他

（１）売払物件に建物を建築するに際しては、建築基準法及び京都

府、町の条例等により、指導等がなされる場合や開発負担金が必

要となる場合があるので、関係機関に確認すること。

（２）危険負担

①落札者が、消費者契約法（平成１２年法律第６１号）第２条第

１項に規定する消費者の場合

この契約の締結の日から売買物件の引渡しの日までにおい

て、当事者双方の責めに帰すことのできない事由により、売

買物件に滅失、き損等の損害を生じたときは、落札者はその

損害の程度に応じて、売買代金の支払いを拒むことができる。



②落札者が、消費者契約法第２条第１項に規定する消費者以外の

場合

この契約の締結の日から売買物件の引渡しの日までにおい

て、与謝野町の責めに帰することのできない事由により、売

買物件に滅失、き損等の損害が生じたときはその損害は、落

札者が負担するものとする。この場合においても、落札者は、

このことを理由として契約を解除することができない。

（３）売払物件の活用に際しては、法令等の規制を必ず遵守しなけ

ればならない。

（４）売払物件の引渡しは現状有姿で行うので、必ず、売払申込者

自身で、現地及び諸規制について調査確認を行うこと。

（５）土壌汚染、埋蔵文化財又は地中障害物や埋設物に関する調査

は行っていない。

（６）物件敷地内外及び地上又は地中の別に関わりなく、工作物、

電柱等及び敷地設備等の補修、移設、撤去、除草、樹木の伐採等

の費用負担、隣接者又は関係機関等との協議又は協議結果につい

て、与謝野町は一切関与しない。

（７）入札希望者は、令和５年度町有財産売払い（一般競争入札）

実施要領、物件調書、町有財産売買契約書、現地、売払物件の法

令上の規制等全て承知のうえ入札するものとする。

（８）入札保証金及び契約保証金の納入並びに売買契約において使

用する通貨は、日本国通貨に限る。

（９）入札参加者が不正又は不誠実な行為をするおそれがあり、入

札を公正に執行することができないと認められるときは、当該入

札参加者を入札に参加させず、又は入札の執行を延期し、若しく

は中止することがある。

（10）災害その他やむを得ない事由が生じたときは、入札の執行を

延期し、又は中止することがある。

（11）この入札に参加するに当たって、与謝野町ホームページに掲

載してある「令和５年度町有財産売払い（一般競争入札）実施要

領」を熟読すること。

22 問い合わせ先

〒６２９－２２９２ 京都府与謝郡与謝野町字岩滝１７９８番地１

与謝野町役場総務課 財産活用・契約室

Ｔ Ｅ Ｌ ０７７２－４３－９０１０（直通）



Ｆ Ａ Ｘ ０７７２－４６－２８５１

ＭＡＩＬ zaisan@town.yosano.lg.jp

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.town-yosano.jp/


